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ヨーロッパでの経験





 2008年10月 パリのユネスコ本部におけるEDEN(European 


















































































2001-2003年での査定者構成教科専門家 194学部学生 61大学院学生 48労働界 27合 計 330
表7-1 マンモス遠隔大学の在学生数と設立年
(Daniel, 鄭仁星，久保田賢一らによるものから)
マンモス遠隔大学名 国 名 2005年度における在学生数 設立年国立遠隔教育センター フランス 35万人以上 1939






































2002年に創設（職員は15-17名)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Households with internet access
Access in lowest income households as a per cent of access in highest income
households
出典: Pont and Sweet (2003) Adult learning and ICT: How to respond to the diversity of needs? 


























主要国の大学生の負担額 (円換算で千円単位の四捨五入)大学種別 合計 入学料 授業料 その他
日本
(2004)
国立大学 803 282 521 ―公立大学 919 397 522 ―私立大学 1,302 280 818 204
アメリカ
(2001)
州立総合大学 472 ― 472私立総合大学 2,335 ― 2,335イギリス
(2003)
国立大学(全大学) 215 ― 215
フランス
(2003)
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国立昼間 国立夜間 私立昼間 国民全体

















European Distance and E-Learning Network
 10月20-22日 パリのユネスコ本部
 世界人権宣言(1948)の60周年記念行事の一環
 教育を受ける権利の再確認
 社会的，経済的，文化的権利に関する国際規約(Ａ規約）
 1976年に国連で高等教育も無償とすると決議．
 1979年日本はこの規約に拘束されない権利を留保＝奨学金で対応
 1985年学習権宣言
 遠隔教育，e-Learningの成功例と失敗例の紹介
 教える教育から学ぶ教育へと転換
 協調，自律学習の重視＝学習サービスの自動化
 人的資源への投資論＝若者，低所得者層，失業者の頭脳への投資
 学習成果について学生が責任をとる
 研究と実践とを同時的に進行させる
日本の教育は戦艦大和か
 第１次世界大戦での日本海海戦の戦勝に酔いしれる
 大艦巨砲時代から航空機時代への転換の遅れ
 対面少人数授業モデルからユビキタスICTによる生涯学習モデルへの転換の遅れ
 日本の研究者がヨーロッパで続々と金賞を獲得
滋賀大学の宮田教授＝ケータイによる多人数授業
電気通信大学の植野准教授研究室＝統計学の完全自動化
徳島大学の矢野教授研究室＝ユビキタス学習環境など 教える高価，学ぶ効果
